
なぜ今こそ
DRUPALに移行
する時なのか
(スムースな移行への6つのベストプラクティス)
オンラインコンテンツと機能を、より堅牢で拡張性と柔軟性に優
れたコンテンツ管理システムに移行しようとしているマーケター、
開発者、ビジネスオーナーのためのガイドです。 
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お客様は、迅速で
シームレスな体験
を求めています。

今日のデジタル環境において、コンテンツ管理システム
（CMS）は最も重要なツールの一つです。顧客はニーズ
を満たす迅速でシームレスな体験を求めており、見込み
客は見つけやすいコンテンツを期待しています。しかし、
高価で時代遅れの、あるいは複雑すぎるCMSは、顧客の
エクセレンスを実現するためのビジョンを現実のものにす
る能力を妨げることが多々あります。また、顧客や見込み
客がダウンタイムや不明瞭なインターフェースと格闘して
無駄な時間を過ごすたびに、収益に影響が出てきます。

マーケティングやITのリーダーたちは、顧客体験を迅速
に構築・管理するために必要な、安全で信頼性の高い直
感的なソリューションを提供するために、Drupalを利用
するようになってきています。世界をリードするオープン
ソースCMSであるDrupalは、あらゆる業界の有名ブラン
ドで使用されており、成長、顧客体験の最適化、デジタル
アプリケーションの革新をサポートしています。

CMSの変更をお考えの方や、現在のCMSでは必要なもの
が提供できていないという現実に直面している方は、

DRUPALがどのように役立つのか
を詳しく見てみましょう。 
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なぜ移行す
るのか

DRUPALのメリット:

Drupalはオープンソースのコンテンツ管
理システム1 で、世界中で100万以上のサイ
トで使用されています。ソリューションとし
て、Drupalは迅速にビジネス課題のいくつ
かを解決します。
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ブランドがDrupalに投資する理
由は、柔軟性があり、相互運用
性があり、拡張性があり、総所有
コスト（TCO）が優れているから
です。具体的には以下のような
機能があります。

	 セキュリティ：Drupalは、専
任のセキュリティチームや、き
め細かなアクセスコントロー
ルやデータベースの暗号化な
どの機能など、厳しいセキュリ
ティのニーズを考慮して設計
されています。

	 スケーラビリティ：Drupalは、
コンテンツの急速な成長、コ
ンテンツキャッシング、サーバ
ーのスケーリング機能をサポ
ートしているため、迅速にスケ
ーリングできます。 

	 コミュニティ：Drupalに
は、230カ国に140万人以上の
ユーザーがいる豊かなコミュ
ニティがあり、革新を続け、新
しいツールを開発し、製品を
使用しているブランドに専門
的な見識を提供しています。

	 アクセシビリティ：Drupalの
エクスペリエンス管理プラット
フォームは、モバイルファース
トの機能、スクリーンリーダー
のためのセマンティックコー
ド処理、FedRAMPやW3Cに
準拠した機能など、お客様の
目標を簡単に達成することが
できます。

	 ユーザーエクスペリエンス： 
Acquia Cohesionなどのアド
オンにより、Drupalは合理化
されたワークフローでユーザ
ーエクスペリエンスを提供し、
直感的で機能豊富なツールセ
ットを簡単に利用することが
できます。Drupalは、開発者
やマーケティング担当者が、
忘れられない顧客体験を創造
するために活用できるデジタ
ル体験プラットフォームになり
ます。

1 https://www.drupal.org/project/usage/drupal
2 https://www.drupal.org/getting-involved
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DRUPAL移行を
計画するための
6つのベストプラ
クティス Drupalへの移行を検討している場

合、以下のアイデアを参考にする
ことで、価値を生み出すまでの時
間を短縮し、新しいアプリケーシ
ョンや顧客体験を市場に投入し、
途中での課題を最小限に抑える移
行戦略の概要を把握することがで
きます。アクイアはブランドと協力
してニーズを監査し、Drupalをさ
らに活用するためのAcquia Cloud
やAcquia Cohesionなどのツール
を提供し、移行をサポートしていま
す。ここでは、何百もの成功したプ
ロジェクトに基づいて考慮すべきい
くつかの要素をご紹介します。
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長期的な事業
目標の概要

第１節
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どんな問題を解決しようとしている
のか？それは素晴らしい出発点です。
現在使っているCMSの問題点を特定
します。次に、既存のシステムの制限
にとらわれない、理想的なコンテン
ツ管理システムを想像してみてくださ
い。どのような機能が欲しいですか？
顧客はどのようにしてあなたのエクス
ペリエンスと対話するでしょうか？コ
ンテンツ制作者、マーケッター、開発
者のために、どのようなワークフロー
を簡素化し、合理化するのでしょう
か？会話の指針となる具体的な質問
には、以下のようなものがあります。

	 現在のコンテンツプログラムとプ
ラットフォームでは、何がうまくい
っていて、何がうまくいっていな
いのか？

	 サイトにどのようなビジネスニー
ズを満たしてほしいか？

	 多言語対応、アクセシビリティ機
能、追加ツールなどは必要か？

	 長期的なコンテンツの目標を考え
てみましょう。6ヶ月後、1年後、1
年後、18ヶ月後にコンテンツはど
のような状態になっていると思い
ますか？それをサポートするため
にどのような技術が必要になると
考えてるか？

	 組織内の誰が、そして代理店パー
トナーなどの外部ベンダーが、コ
ンテンツソリューションと対話す
るか？

目的地を把握し、主要なビジネス目
標を概説したら、どのような移行戦
略が自分に適しているかを判断する
ことができます。
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戦略的にフィッ
トする移行モデ
ルを選択する

第2節
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移行のアプローチには複数の方法
がありますが、正しい選択は、現在
のソリューションにどれだけ満足し
ているか、あるいはデジタル体験に
どれだけ新鮮さを求めているかに
かかっています。

現在のコンテンツに満足している
が、より良いCMS体験、より高い信
頼性とセキュリティを求めている場
合は、「リフト＆シフト」のアプロー
チが適しているかもしれません。こ
れは、次のような場合に良い解決策
になります。

	 現在のブランディングのほとん
ど、またはすべてを維持したいと
考えている。

	 現在のコンテンツモデルと機能
セットは、ビジネスニーズをほぼ
満たしている。

	 構造化されていないコンテンツ
が大量にあり、自動移行が困難
であったり、コストがかかる可能
性があります。

全てを見直す時期ですか？Drupal
への移行は、コンテンツエクスペリ
エンスを完全に再構築する絶好の
機会です。あなたのサイトをリニュ
ーアルすることで、以下のことを検
討できます。

	 ビジュアルから体験レベルの変
更まで、ブランドの刷新を実施。

	 全く新しいコンテンツモデルを採
用して、顧客のニーズや組織のビ
ジョンの変化に対応。

	 新しい機能の実装。

あなたの組織がその中間に位置す
る場合は、段階的な移行を行うこと
で、デジタルエクスペリエンスのよ
り簡単な部分を最初に移行するこ
とができます。E コマースページや
カスタム機能など、より多くの作業
を必要とするサイトのより複雑な部
分は、段階的に移行することができ
ます。ビジネスの目的が明確になれ
ば、組織に最も適したロードマップ
を特定することが容易になります。

ブランドリフレ
ッシュの実施 な
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コンテンツモデル
を把握する - 現在
と未来

第3節
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現在のモデル
のマッピング

プロセスの次のステップでは、現在のコンテンツモデル
をマッピングし、将来のコンテンツモデルを構想し、 
重複やギャップを評価します。

既存のコンテンツモデルをマッピングするということ
は、次の要素を見ることを意味します。

	 サイトのコンテンツはどのように構成されているか。

	 APIやCSVファイルのエクスポートなど、サイトから
データをどのように抽出しているか。

	 現在のシステムでは、タグなどのタクソノミーを使用
しているか。

	 現在、コンテンツの作成者を属性化しているか。

	 修正履歴、監査証跡、またはドラフトから公開まで 
の異なる掲載ステータスのコンテンツを管理してい
るか。

	 多言語コンテンツがある場合、それは独立した独立
したコンテンツとして存在しているのか、それとも既
存のコンテンツの「翻訳」かどうか。
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そこから、将来的に望むコンテンツについての重要
な質問をしてみましょう。まず、必要な機能を決定
することから始めましょう。現在は持っていないが
欲しい機能を含め、持っているが使っていない機能
は削除することを検討してください。 

インサイト：
アクイアはコンテンツモデルをDrupalに適した仕
様に素早く移行するのに役立つツールをGithubで
公開しています。詳細はこちらです。
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コンテンツのマ
ッピング

第４節
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次は既存のコンテンツをDrupalのどこに移動する
かをマッピングします。既存のデータをどのように
移植するのでしょうか？移植する方法はたくさん
あります。既存のCMSのAPIを利用したり、既存の
データベースからDrupalフレンドリーなMySQLダ
ンプを作成したり、SQLクエリを使用してデータを
CSVファイルにエクスポートしたりします。これらの

ポイントを決定することで、タイムラインと必要と
なる具体的なサポートを明確にすることができ 
ます。

また、コンテンツの複雑さやユーザーのアクセスマ
ッピングなどの依存関係についても調べます。これ
らを定義することで、既存のCMSソースとDrupalの

移行先のマッピングを1対1で作成することができ
ます。Spec Toolにアクセスすると、マッピングプロ
セスを簡素化し、よりシームレスに移行をサポート
するためのタブが用意されています。

既存のコンテン
ツを移行先に
マッピングする
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外部サービスの
ための計画をま
とめる

第5節
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あなたが提供するデジタル体
験の質は、他の多くのサービ
スに依存しています。
外部APIに接続していますか？以前から欲しかった
けど実現できなかった統合がありますか？Drupal
は、Google AnalyticsやSalesforceとの統合を含
む45,000以上の外部サービスモジュールをサポー
トしており、エクスペリエンスやウェブサイトの機
能を拡張するのに役立ちます。

こちらから全てのモジュールにアクセスできます。
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テーマを使って
UXやブランディ
ングのデザイン
を考える

第6節
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50%
の高速開発

テーマ設定の段階では、デザインの
出発点としてDrupalのテーマを活用
することができます。他のことをする
前にワイヤーフレームとデザインから
始めましょう。そうすれば、デザイン
チームと開発チームの間で更新が可
能で、信頼できる情報源として機能
する明確なビジュアルを手に入れる
ことができます。あなたの組織では、
複数のサイトを設計・管理していま
すか？Acquia Cohesionでは、サイト
のコンプライアンスとブランドイメー
ジを維持しながら、ローコード環境
で新しいエクスペリエンスを構築す
ることができます。

これらのステップが完了したら、
選択した移行戦略を実行する時
が来ました。

リフト＆シフト、サイ
トの再構築、段階
的な移行のいずれ
かを実行します。
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最大のインパク
トを得るために
ローンチを最適
化する

ビジネス目標を定義し、
コンテンツをマッピング
し、CMSを新しいプラッ
トフォームに移行するた
めの技術的な道のりをナ
ビゲートしました。
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ここでは、ローンチを成功させ、安全
な運営を計画するためのチェックリ
ストをご紹介します。

	 稼働日を設定します。その日の前
に、Drupalサイトがライブでテス
トされるまで、コンテンツのフリー
ズ（新しいコンテンツやコンテン
ツの変更をしないこと）を実施し
ます。

	 最終的なエクスポート（必要に応
じて）を実行し、Drupalが以前の
CMSに最新のコンテンツを反映し
ていることを確認します。

	 サイトの最終的なユーザー受け入
れテスト（UAT）を実施します。

	 起動前にサイトマップを生成し 
ます。

また、チェックリストには以下も含ま
れるべきです。

	 検索エンジンの最適化：コンテン
ツがSEO戦略を反映したもので
あることを確認し、最大の視認性
と発見性を確保する。 

	 サイトマップ：サイトマップが更
新され、最新のコンテンツが反映
されていることを確認する。

	 リダイレクト：404モジュールをイ
ンストールして、リダイレクトを正
しい場所に向けるようにする。

立ち上げを
成功させる
ための計画
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事例紹介

22

な
ぜ
今
こ
そ
D
R
U
PALに

移
行
す
る
時
な
の
か



Adtalem Global Educationのミッションは、学
生が目標を達成し、成功を見つけ、グローバル
な影響力を持つことができるようにすることで
す。Adtalem社は、新しいコンテンツを追加し、
洗練されたEコマースプラットフォームを調整す
るために、堅牢なコンテンツ管理機能を必要と
していました。Adtalemチームは、エクスペリエ
ンス管理には別のコンテンツ管理システムを、E
コマースにはElastic Pathを使用していました。
組み合わせた環境は非常に不安定でパフォーマ
ンスが悪く、プロセス全体でエラーが発生し、顧
客体験と顧客のコンバージョンに悪影響を与え
ていました。さらに、Adtalem社の以前のサイト
は、コンテンツ制作者にとって難しく柔軟性に欠
けるため、市場の状況に応じて修正されたコン
テンツを展開する能力が制限されていました。

同社は、世界初の Acquia Cloud と Salesforce 
B2B コマースのインスタンスを実装する機会を
得ました。チームは、パートナーエージェンシー
であるAvionos社と協力して移行作業を行いま
した。機能性と安定性、運用パフォーマンスのバ
ランスを取るためにパートナーを選択した後、チ
ームはハイブリッドアジャイルアプローチを使
用して、顧客との取引を簡素化し、従業員の目標
達成を支援するサイトを開発しました。
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%

100
具体的な成果は以下の通りです：

新ブランドの正式立ち上
げ以来、サイトの稼働率
は100％と完璧な状態
で推移しています。

10+ サイトの当日売上は、前年比
で2桁の伸びを示しています。

35%
サイトは全体的に35%高速化して
おり、ホームページとトップ10ペー
ジのロード時間は以前の5秒から1
秒未満に短縮されています。

10-25% バックエンドの統合スループット
がより安定し、ソリューション全体
で10～25%高速化されました。
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ACQUIA CLOUD
とDRUPALの役割
Drupalへの移行を容易にする一つの決断は、クラ
ウドプロバイダーを活用することです。クラウドプ
ロバイダを利用することで、インフラストラクチャ
の管理に費やす時間を削減し、チームはDrupalア
プリケーションに集中できるようになります。

Acquia Cloudは、企業やブランドがDrupalサイ
トの構築、ホスティング、管理に必要なソリュー
ションにアクセスできるようにします。Acquia 
Cohesion などのツールを備えたアクイアのプラッ
トフォームは、最適化されたワークフローとクラス
最高の機能により、あらゆる規模のデジタル体験
の構築と管理を支援します。

アクイアのプラットフォームは、提供すること 
でDrupalの機能を最大限に活用することができ 
ます。

	 設計によるセキュリティ。CDNやアイソレーシ
ョンなどの組み込みの保護レイヤーを含む追加
のサービスで、デジタル体験のセキュリティを
向上させます。

	 最適化された開発者エクスペリエンス。API、モ
ニタリング、統合などの開発者ツールを使って、
新しいサイトを構築、テスト、最適化します。

	 Drupalに特化したホスティングとインフラスト
ラクチャ。Acquia Cloudのホスティングソリュ
ーションは、Drupal 8/9サイトやアプリケーシ
ョンのニーズを考慮してカスタムビルドされて
います

	 専門家によるDrupalサポート。Acquiaのエキ
スパートチームは、アプリケーション開発やデ
ータ移行など、Drupalのあらゆる面でブランド
をサポートします。

	 ローコード設計と管理。AcquiaのCohesionツ
ールは、デジタルエクスペリエンスを迅速かつ
効率的に構築するためのローコードソリューシ
ョンを提供し、マーケティング担当者やその他
の非開発者に権限を与え、継続的なコンテンツ
管理を簡素化します。
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すべてを
統合する

CMSは、サイト訪問者や顧客にデ
ジタル体験を提供するための基礎
となるものです。制限の多いCMSや
複雑すぎるインターフェイスが開発
の足かせになったり、従業員の生
産性を阻害したり、顧客体験の低
下を招いたりしないようにしましょ
う。DrupalとAcquia Cloudの力を
活用して、安全で拡張性の高い最先
端のデジタル体験を作成し、ブラン
ド認知度を高め、見込み客を顧客
に変え、顧客をリピートさせること
ができます。

な
ぜ
今
こ
そ
D
R
U
PALに

移
行
す
る
時
な
の
か

26



	 現在お使いのCMSがビジネスの
ニーズをすべてサポートしてい
るかどうかを評価してください。
そうでない場合は、信頼性が高
く、安全性が高く、高度なカスタ
マイズが可能で、世界で最も要
求の厳しいブランドのいくつか
で活用されているDrupalのオー
プンソースCMSの活用を検討し
てみてはいかがでしょうか。

	 どの移行戦略がお客様のニー
ズに最も適しているかを判断し
てください。段階的なマイグレ
ーション、サイトの再構築、リフ
ト＆シフト。 

	 6つのシンプルなベストプラクテ
ィスに従って、シームレスな移行
のために必要な情報をマップア
ウトします。

	 DrupalとAcquia Cloudおよび
Acquia Cohesionを組み合わせ
ることで、最新のセキュリティ機
能、優れた開発者経験、カスタ
マイズされたホスティングサー
ビス、使いやすい構築ツールを
利用することができます。

	 Drupalに最適化された唯一
のDXPであるAcquia Open 
Digital Experience Platform
を活用して、チャネルを超えた
一貫した優れたデジタル体験を
提供しましょう。

活用方法：
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DRUPAL のCMSを使って、
デジタル体験を次のレベルに
引き上げる方法を探る準備は
できていますか？
Drupal と Acquia Cloud の詳細につ
いては、今すぐお問い合わせください。

詳しくはこちら     

https://www.acquia.com/jp/products-services/acquia-cloud
https://www.acquia.com/jp/products-services/acquia-cloud


アクイアについて
アクイアはオープンソースによるデジタル体験を提供する企業で
す。世界で最も野心的なブランドに技術を提供することで、革新
を受け入れ、お客様にとって重要な瞬間を作り出すことができま
す。Acquiaでは、コミュニティの力を信じています。

ACQUIA.COM
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https://www.facebook.com/acquia/
https://twitter.com/acquia?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor
https://www.youtube.com/user/AcquiaTV
https://www.linkedin.com/company/acquia/
https://www.acquia.com/

	Button 67: 
	Page 2: 
	Page 3: 
	Page 5: 
	Page 6: 
	Page 8: 
	Page 10: 
	Page 12: 
	Page 13: 
	Page 15: 
	Page 17: 
	Page 19: 
	Page 20: 
	Page 21: 
	Page 23: 
	Page 25: 
	Page 26: 
	Page 28: 

	Button 68: 
	Page 2: 
	Page 3: 
	Page 5: 
	Page 6: 
	Page 8: 
	Page 10: 
	Page 12: 
	Page 13: 
	Page 15: 
	Page 17: 
	Page 19: 
	Page 20: 
	Page 21: 
	Page 23: 
	Page 25: 
	Page 26: 
	Page 28: 
	Page 29: 

	Button 71: 
	Page 4: 
	Page 7: 
	Page 9: 
	Page 11: 
	Page 14: 
	Page 16: 
	Page 18: 
	Page 22: 
	Page 24: 
	Page 27: 

	Button 72: 
	Page 4: 
	Page 7: 
	Page 9: 
	Page 11: 
	Page 14: 
	Page 16: 
	Page 18: 
	Page 22: 
	Page 24: 
	Page 27: 

	CTA 1: 


